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1 事業の名称 

 （仮称）木曽川右岸道路（南部ルート）建設事業 

 

 

2 対象事業の概要 

2.1  事業者の名称および住所 

 長野県長野市大字南長野幅下 692-2 

 長野県知事 阿部 守一 

 

 長野県木曽郡上松町大字上松 159-4 

 上松町長  大屋 誠 

 

 長野県木曽郡南木曽町読書 3668-1 

 南木曽町長 向井 裕明 

 

 長野県木曽郡大桑村大字長野 880-1 

 大桑村長  貴舟 豊 

 

 

2.2  報告対象期間 

 令和 5 年 4 月～令和 6 年 3 月 

 

 

2.3 対象事業の内容 

  道路の新設 

本業務は緊急時、渋滞時などにおける国道 19 号の代替道路としての機能、および地域住

民の生活道路としての機能を併せ持つ道路の建設による木曽地域の交通網の強化を目的と

し、木曽郡上松町登玉から木曽郡南木曽町田立までの道路延長約 22km の２車線道路の新

設を行うものである。 

平成 19 年より事業を着手した。 
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2.4 対象事業実施範囲 

  前述のとおり、木曽郡上松町登玉から木曽郡南木曽町田立までの道路延長約 22km の２車線道路の新設を行うものである。対象事業実施範囲を図 2.4.1 に示す。また工事の進捗状況を図 2.4.2 に示す。 

 

 

   

図 2.4.1 事業区間名と今回の報告対象区間                             図 2.4.2 事業の進捗状況 

 

※ 図 2.4.1 と図 2.4.2 の線形が異なるのは、図 2.4.1 は計画線であるのに対し、図 2.4.2 は現況線のためである。 

※ 図 2.4.1 の D 案と E 案が同じ範囲である理由は、図の縮尺上、両案ともほぼ同じ範囲で、計画線形が大きく異なる場所以外、線形の違いがこの縮尺では表現できないためである。 
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3 当該報告書の位置付け 

3.1 当該報告書の対象工事 

 この報告書の対象は、現在供用済みの箇所となる ABC 区間（平成 23 年に着工し、令和２年

12 月 24 日供用開始）、野尻向 DE 共通区間（令和 5 年一部着工）、野尻向～柿其ブロック E 案

（阿寺地域；令和３年度着工）、柿其 DE 共通区間（令和 5 年一部着工）、および沼田～山口ブ

ロック FG共通区間（一部供用、一部工事前）である。 

 

3.2 全体的な工事状況および当該年度調査の位置づけ 

 全体的な工事状況および事後調査における当該年度の位置づけについて表 3.2.1 へ示す。 

 

表 3.2.1 全体の工事状況と事後調査実施状況、および報告項目 

工事着工前 保全措置実施後 工事中 供用後

ABC共通区間 供用済み

植物

動物

生態系

植物
動物

生態系

動物

生態系

A案 ルート未決定 植物 植物 低周波音 生態系

和村BC

共通区間
一部工事中 生態系

B案 ルート不採用 植物 植物 生態系

C案 供用済み

大島・殿BC

共通区間

一部工事中

一部供用済み

植物

生態系
植物 生態系

植物

生態系

野尻向DE共通区間

一部工事前

一部工事中

一部供用済み

植物 植物 生態系

D案 ルート不採用
植物

生態系
植物

低周波音

生態系
生態系

E案
一部工事中

一部供用済み
生態系 生態系 生態系

柿其DE共通区間
一部工事中

一部工事前
植物 植物

梛野ブロック

FG共通区間
一部工事前

一部供用済み
植物 植物

植物

生態系

F案 ルート未決定
植物

生態系

植物

生態系
生態系 生態系

G案 ルート未決定
植物

生態系
植物 生態系 生態系

沼田～山口

ブロック

既設

事後調査の実施時期および項目
工事状況保全対象の位置

登玉～殿

ブロック

野尻向～柿其

ブロック

オレンジ部：報告対象区間 

太枠内：報告対象となる調査項目 
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 この報告書の対象調査項目は、事後調査計画に基づき実施されている。事後調査計画と今

回の調査項目の位置付けを表 3.2.2、これまでの調査実施状況を表 3.2.3 に示す。 

 

表 3.2.2 事後調査計画と本報告書（令和 5年度調査項目）の位置付け 

調査内容 備考

詳細な生育状況調査 工事着工前 年１回（夏季）
改変区域外

報告済み

生育状況調査 保全措置実施後３年間 年１回
改変区域外

報告済み

詳細な生育状況調査 工事着工前 年１回（夏季） 報告済み

モニタリング調査 保全措置実施後３年間 年１回

代替生息地創出のため

の環境調査、位置・形

状の検討

工事実施の2年前 春季、夏季 未実施

代替生息地における生

息状況確認

工事実施の１年前～供

用後2年間
春季、夏季 未実施

創出した移動経路

を利用する種（移

動経路の確保）

自動撮影装置などによ

るボックスカルバート等

の利用状況調査

供用後2年間及び供用

後5年目程度
４季 未実施

CCDカメラによる餌の種

類・量の分析
情報が収集できるまで

2月～10月の期

間継続
未実施

行動圏および繁殖の状

況を把握する調査

工事実施前の2年間、工

事中、供用後2年間
2月～10月 報告済み

詳細な生育状況調査 工事着工前 年１回（夏季） 報告済み

モニタリング調査 保全措置実施後３年間 年3回 保全策無

詳細な生育状況調査 工事着工前 年２回（秋季） 報告済み

モニタリング調査 保全措置実施後３年間 年１回 保全策無

生態系 オオタカ
行動圏および繁殖の状

況を把握する調査

工事実施前の2年間、工

事中、供用後2年間

2-7月まで月1

回
対象外

詳細な生育状況調査 工事着工前 年１回

モニタリング調査 保全措置実施後３年間 年１回 対象外

詳細な生育状況調査 工事着工前の夏季 年１回

モニタリング調査 保全措置実施後３年間 年１回 対象外

詳細な生育状況調査 工事着工前の夏季 年１回

モニタリング調査 保全措置実施後３年間 年3回 対象外

詳細な生育状況調査 工事着工前の春季 年１回

モニタリング調査 保全措置実施後３年間 年3回 対象外

詳細な生育状況調査 工事着工前の春季 年１回

モニタリング調査 保全措置実施後３年間 年3回 対象外

生態系

創出した移動経路

を利用する種（移

動経路の確保）

自動撮影装置などによ

るボックスカルバート等

の利用状況調査

供用後2年間及び供用

後5年目程度
４季 対象外

E案 生態系
クマタカ

（阿寺地域）

行動圏および繁殖の状

況を把握する調査

工事実施前の2年間、工

事中、供用後2年間
2月～10月

詳細な生育状況調査 工事着工前の夏季 年1回

モニタリング調査 保全措置実施後３年間 年１回 対象外

詳細な生育状況調査 工事着工前の夏季 年１回 報告済み

モニタリング調査 保全措置実施後３年間 年１回 対象外

詳細な生育状況調査 工事着工前の春季 年１回

モニタリング調査 保全措置実施後３年間 年１回 対象外

詳細な生育状況調査 工事着工前の春季 年１回

モニタリング調査 保全措置実施後３年間 年１回 対象外

生態系

創出した移動経路

を利用する種（移

動経路の確保）

自動撮影装置などによ

るボックスカルバート等

の利用状況調査

春夏秋冬の４季に効果の

確認を実施。供用後２年

間と供用後５年目程度

４季

ソクズ

植物

生態系

ABC

共通区間

調査時期

植物 アギナシ

植物 ササユリ

柿其DE

共通区間

区間 項目

植物 キクモ

植物 ササユリ

植物 カヤラン

クマタカ

（登玉地域）

オオハナワラビ

大島・殿

BC

共通区間

登玉～殿

ブロック

動物 ツチガエル
※1

植物

沼田～

山口

ブロック 植物 エビネ

FG共通

区間

植物 オオハナワラビ

植物 アイナエ

植物 ヒメシャガ

野尻向～

柿其

ブロック

野尻向DE

共通区間

植物 ウマノスズクサ

植物 ヒメシャガ

 

 

 

 

※長野県ほか（平成18 年）№58（仮称）木曽川右岸道路（南部ルート）建設事業環境影響評価書を再編 

※グレーは報告済み、あるいは今後調査予定のため、報告対象外。 

※ヒメシャガは、工事着工前の春季に実施する計画であったが、本種の環境は改変されないため、工事着工前の調査を見送った。一方

で道路が創出されたことにより、ヒメシャガの生育地周辺は微細な環境変化が生じ、本種に影響を及ぼすことを考え、供用後に生育確

認を実施した。 
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平成25年平成26年

春 夏 秋 冬 春～冬 春～冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬

詳細な生育状況
調査

完了（報告済み） ９月

モニタリング調査
保全対策未実施
調査実施せず

詳細な生育状況
調査

完了（報告済み） 6月 7月 ８月 9-10月 7月

モニタリング調査
報告対象
現在調査中

6月
（移植）

７月
（ﾓﾆﾀﾘﾝ
ｸﾞ）

9月
（ﾓﾆﾀﾘﾝ
ｸﾞ）

７月
（ﾓﾆﾀﾘﾝ
ｸﾞ）

７月
（ﾓﾆﾀﾘﾝ
ｸﾞ）

12月
（播種）

6～10月
（ﾓﾆﾀﾘﾝ
ｸﾞ）

10月
（播種）

代替生息地創出
のための環境調
査、位置・形状の
検討

代替地設置せず

代替生息地にお
ける生息状況確
認

代替地設置せず

6月
（直接観
察）

9～10月
（直観
察）

クマタカ
（登玉地域）

CCDカメラによる
餌の種類・量の分
析

報告対象
行動圏調査を
実施

詳細な生育状況
調査

完了（報告済み） 10月

モニタリング調査
保全対策未実施
調査実施せず

詳細な生育状況
調査

完了（報告済み） 11月

モニタリング調査
保全対策未実施
調査実施せず

移動路の確保
センサーカメラに
よる調査

報告対象外
今後調査予定

オオタカ
行動圏および繁
殖の状況を把握
する調査

報告対象外
今後調査予定

詳細な生育状況
調査

報告対象 9月 5月

モニタリング調査
保全対策未実施
調査実施せず

詳細な生育状況
調査

報告対象 9月

モニタリング調査
保全対策未実施
調査実施せず

詳細な生育状況
調査

報告対象 9月 5月

モニタリング調査
保全対策未実施
調査実施せず

詳細な生育状況
調査

報告対象 5月

モニタリング調査
保全対策未実施
調査実施せず

詳細な生育状況
調査

報告対象 5月

モニタリング調査
保全対策未実施
調査実施せず

生態
系

創出した移動経
路を利用する種
（移動経路の確
保）

自動撮影装置な
どによるボックス
カルバート等の利
用状況調査

報告対象外
今後調査予定

E案
生態
系

クマタカ
（阿寺地域）

行動圏および繁
殖の状況を把握
する調査

報告対象
現在調査中

詳細な生育状況
調査

報告対象 11月 12月

モニタリング調査
保全対策未実施
調査実施せず

詳細な生育状況
調査

完了（報告済み） 9月

モニタリング調査
保全対策未実施
調査実施せず

詳細な生育状況
調査

報告対象外
今後調査予定

5月

モニタリング調査
保全対策未実施
調査実施せず

詳細な生育状況
調査

報告対象外
今後調査予定

5月

モニタリング調査
保全対策未実施
調査実施せず

生態
系

創出した移動経
路を利用する種
（移動経路の確
保）

自動撮影装置な
どによるボックス
カルバート等の利
用状況調査

報告対象
R5.12一旦回収
R8に再設置予定

植物

植物

植物

植物

アイナエ

ヒメシャガ

オオハナワラビ

オオハナワラビ

ヒメシャガ

ササユリ

ウマノスズクサ

カヤラン

エビネ

令和２年 令和３年

植物 キクモ

平成28年

12月～７月
（定点調査）

1月～７月
（定点調査）

平成27年

植物

12月～７月
（定点調査）

1月～７月
（定点調査）

平成29年

生態
系

4月～8月

平成24年

創出した移動経
路を利用する種
（移動経路の確
保）

野尻向
～柿其
ブロック

令和４年

播種地管理と発芽調査

２月～10月
（定点調査）

２月～10月
（定点調査）

令和元年８月～令和４年12月1日
（センサーカメラ）

５月～７月
（直接観察）

５月～７月
（直接観察）

２月～10月
（定点調査）

２月～10月
（定点調査）

6月～10月
（定点調査）

2月～10月
（定点調査）

播種地管理と発芽調査

２月～10月
（定点調査）

平成30年 令和元年 令和5年

播種地管理と発芽調査

２月～10月
（定点調査）

柿其DE
共通区
間

区間 項目 調査内容
本報告書
対象項目

報告対象外
R4.12一旦回収
R7に再設置予定生態

系

自動撮影装置な
どによるボックス
カルバート等の利
用状況調査

登玉～
殿

ブロック

大島・
殿

BC共通

アギナシ

ササユリ

表3.2.3　事後調査計画と調査実施状況

FG
共通区
間

沼田～
山口
ブロック

ABC共
通

植物

植物

動物

植物

野尻向
DE
共通区
間

植物

6月～９月

8月～11月

令和3年8月～令和5年12月
（センサーカメラ）

ツチガエル

ソクズ

植物

※ クレーは今回の報告対象外

※ ツチガエルの保全対策は評価書で示されて以降、確認できなかったため未実施。

※ クマタカ（登玉地域）は、令和4年度報告書にはCCDカメラのみ記載していたが、行動圏調査も計画していたためこの報告書で追加修正した。
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4 調査概要 

4.1 調査目的 

 本調査は長野県ほかが作成した（仮称）木曽川右岸道路（南部ルート）建設事業環境影響

評価書（平成 18 年）に記載された事後調査計画に基づき、予測手法において不確実性が高い

項目、および保全対策の効果に不確実性のある項目などについて実施した。 

 

4.2 調査対象範囲 

 この報告書においての調査対象範囲を図 4.2.1に示す。調査対象範囲はABC区間（平成23年

に着工し、令和 2年 12 月 24 日供用開始）、野尻向～柿其ブロック野尻向 DE 共通区間（令和 5

年着工）、E案（阿寺地域；令和 3年度着工）、柿其 DE 共通区間（令和 5年着工）、および沼田

～山口ブロック FG共通区間である。 

 

 

図 4.2.1 調査対象範囲 
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4.3 調査対象種 

 事後調査が必要とされたオオハナワラビ、ウマノスズクサ、ササユリ、エビネ、カヤラン、

ヒメシャガ、キクモと、クマタカの概要を以降に示す。なお創出した移動経路を使用する種

は複数種が想定されるため、ここには示さない。 

 

（1） オオハナワラビ 

オオハナワラビの概要を表 4.3.1 にまとめた。 

 

表 4.3.1 対象となるオオハナワラビの概要 

保 護 の

法 的 根

拠 

【種の保存法】 - 

【長野県希少野生動植物保護条例】 - 

環 境 省

レ ッ ド

リスト 

【評価時】- 【現在】変更なし 

長 野 県

レ ッ ド

リスト 

【評価時】準絶滅危惧（VU） 【現在】準絶滅危惧（NT） 

生 息 環

境 

山地。 
引用：森林総合研究所 多摩森林科学 HP： 

https://www.ffpri.affrc.go.jp/tmk/kengakuannai/midokoro/shokubutsu/oohanawarabi.html 

環 境 影

響 評 価

時 

確 認 状

況 

殿、野尻向、柿其のブロックにおいて、林道沿いや草地脇で確認された。 

事 後 調

査計画 

大島・殿 BC 共通区間、柿其 DE共通区間（今回の対象） 

写真 

 
出典：桶川修・大作晃一（2020）くらべてわかるシダ 
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（2） ウマノスズクサ 

ウマノスズクサの概要を表 4.3.2 にまとめた。 

 

表 4.3.2 対象となるウマノスズクサの概要 

保護の法的根拠 【種の保存法】 - 

【長野県希少野生動植物保護条例】 - 

環境省レッドリスト 【評価時】- 【現在】変更なし 

長野県レッドリスト 【評価時】絶滅危惧Ⅱ類（VU） 【現在】変更なし 

生息環境 土手や茶畑など。 
引用：林弥栄（2005）山渓カラー名鑑 日本の野草 

環境影響評価時 

確認状況 

野尻向のブロックにおいて、耕作地脇の草地で 1 個体確認された。 

事後調査計画 野尻向 DE共通区間（今回の対象） 

写真  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：林弥栄（2005）日本の野草 
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（3） ササユリ 

ササユリの概要を表 4.3.3 にまとめた。 

 

表 4.3.3 対象となるササユリの概要 

保護の法的根拠 【種の保存法】 ― 

【長野県希少野生動植物保護条例】 指定希少野生動植物 

環境省レッドリスト 【評価時】― 【現在】― 

長野県レッドリスト 【評価時】準絶滅危惧（NT） 【現在】変更なし 

生息環境 里山に生息する日本固有種で、園芸を目的とした採取圧によ

り、個体数が減少しつつある。 
引用：https://www.pref.nagano.lg.jp/ 
shizenhogo/kurashi/shizen/hogo/kisyoyasei/jorei/documents/shitei-i.pdf 

環境影響評価時 

確認状況 

登玉、和村、大島、殿、野尻向、阿寺、柿其、椰野の各ブロックにお

いて林道沿いや林縁部で確認された。 

事後調査計画 ABC 共通区間（今回の対象）、A案、野尻向 DE 共通区間 

写真 

 
出典：永田芳男（2006）夏の野草 
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（4） エビネ 

エビネの概要を表 4.3.4 にまとめた。 

 

表 4.3.4 対象となるエビネの概要 

保護の法的根拠 【種の保存法】 - 

【長野県希少野生動植物保護条例】 - 

環境省レッドリスト 【評価時】絶滅危惧Ⅱ類（VU） 【現在】準絶滅危惧（NT） 

長野県レッドリスト 【評価時】絶滅危惧ⅠA類（CR） 【現在】変更なし 

生息環境 山地の林内や竹林など。 
引用：林弥栄（2005）山渓カラー名鑑 日本の野草 

環境影響評価時 

確認状況 

野尻向と沼田ブロックにおいて、低地に近い緩斜面のスギ植林内や

ヒノキ植林脇で確認された。 

事後調査計画 沼田ブロック（今回の対象） 

写真  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：永田芳男（2006）春の野草 
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（5） カヤラン 

カヤランの概要を表 4.3.5 にまとめた。 

 

表 4.3.5 対象となるカヤランの概要 

保護の法的根拠 【種の保存法】 - 

【長野県希少野生動植物保護条例】 - 

環境省レッドリスト 【評価時】- 【現在】変更なし 

長野県レッドリスト 【評価時】絶滅危惧ⅠA類（CR） 【現在】変更なし 

生息環境 林内の樹幹に着生。 
引用：弥栄（2005）山渓カラー名鑑 日本の野草 

環境影響評価時 

確認状況 

野尻向と田立ブロックにおいて、斜面下部の落葉高木や沢沿いのス

ギ、ヒノキ林内に着生している個体が確認された。 

事後調査計画 野尻向 DE共通区間（今回の対象） 

写真 

 
出典：林弥栄（2005）日本の野草 
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（6） ヒメシャガ 

ヒメシャガの概要を表 4.3.6 にまとめた。 

 

表 4.3.6 対象となるヒメシャガの概要 

保護の法的根拠 【種の保存法】 - 

【長野県希少野生動植物保護条例】 指定希少野生動植物 

環境省レッドリスト 【評価時】準絶滅危惧（NT） 【現在】変更なし 

長野県レッドリスト 【評価時】絶滅危惧Ⅱ類（VU） 【現在】変更なし 

生息環境 山地のやや乾いた林下。 
引用：弥栄（2005）山渓カラー名鑑 日本の野草 

環境影響評価時 

確認状況 

野尻向、柿其、沼田、田立の各ブロックにおいて、川沿いの落葉広

葉樹林や沢沿いのスギ植林内で確認された。 

事後調査計画 野尻向 DE共通区間、 

沼田～山口ブロック FG 共通区間（今回の対象） 

写真  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：永田芳男（2006）春の野草 
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（7） キクモ 

キクモの概要を表 4.3.7 にまとめた。 

 

表 4.3.7 対象となるキクモの概要 

保護の法的根拠 【種の保存法】 - 

【長野県希少野生動植物保護条例】 - 

環境省レッドリスト 【評価時】- 【現在】変更なし 

長野県レッドリスト 【評価時】絶滅危惧ⅠB類（EN） 【現在】変更なし 

生息環境 浅い水の中。湿地。 
引用：弥栄（2005）山渓カラー名鑑 日本の野草 

環境影響評価時 

確認状況 

野尻向ブロックにおいて、休耕田で確認されている。 

事後調査計画 野尻向 DE共通区間（今回の対象） 

写真  

 
出典：林弥栄（2005）日本の野草 
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（8） クマタカ 

  クマタカの概要を表 4.3.8 にまとめた。 

 

表 4.3.8 対象となるクマタカの概要 

保護の法的根拠 【種の保存法】 国内希少野生動植物種 

【長野県希少野生動植物保護条例】 指定希少野生動植物 

環境省レッドリスト 【評価時】絶滅危惧ⅠB 類 【現在】変更なし 

長野県レッドリスト 【評価時】絶滅危惧ⅠB 類 【現在】変更なし 

生息環境 クマタカの生息環境は森林地帯であり、山地の中下部に営巣可能

な大径木が存在することが重要。 
※環境省自然環境局野生生物課（平成 24 年）猛禽類保護の進め方（改訂

版）を引用 

環境影響評価時 

確認状況 

上松町大沢付近、登玉地域、糸瀬山付近、殿地域小川付近、阿

寺地域、柿其地域、梛野地域、田立地域などでそれぞれ番いを確

認し確認例数は多かった。 

事業により影響を受ける可能性のあるペアとして、登玉地域、阿寺

地域、柿其地域、梛野地域、田立地域で繁殖している番いが挙げ

られた。 

事後調査計画 【ABC 共通区間】登玉地域で繁殖するクマタカ 

【D 案、E 案】阿寺地域で繁殖するクマタカ（今回の対象） 

【F 案、G 案】田立地域で繁殖するクマタカ 

写真 

 
出典：森岡照明ほか（1995）図鑑日本のワシタカ類 
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5 各論 

5.1 植物（ササユリ：登玉～殿ブロック ABC 共通区間） 

5.1.1 ササユリとその保全対策の経緯 

 ササユリの保全対策（移植）の経緯について、表 5.1.1.1 へ示す。 

 事業の実施が本種に及ぼす影響の有無の把握を目的として、平成 24 年に詳細調査を実施し

た結果、盛土に伴う本種への直接的影響が予測された。そのため平成 27 年に代償措置として

移植による保全対策を実施した。 

 移植地は自生地と類似した生育に適した環境を有する場所を選定し、地権者との協議を経

て決定した。 

 移植は平成 27 年 6 月に移植地№１と移植地№2 にそれぞれ 4 株ずつ実施したものの、１ヶ

月後、3 ヶ月後、１年後、3 年後のモニタリング調査を行った結果、最終的に活着率は 0％で

あることが確認された。そのことから移植株が全て消失したと考えられた。 

 そこで、令和元年に再度分布調査を実施した。その調査の中で確認された株から種子を採

種し、今後環境改変がないと思われる場所（播種地№1、播種地№2）へ播種し、再度保全対

策を実施した。 

 令和 2 年には、播種地の発芽状況の確認と、新たな播種地の設置が行われた（播種地№1’、

播種地№2’）。新たな播種地を設置した理由は、播種地№1 においてナラ枯れ対策としての伐

採が行われたため、日照変化が認められたためである。新たな播種地は既存の播種地近くに

設置した。 

 令和 3年以降は、播種地のメンテナンスと発芽状況の確認を行った。 

 

表 5.1.1.1 ササユリ移植の経緯 

年 措置等 目的 備考

平成24年 詳細調査
事業の実施が本種に及ぼす影響の
有無の把握

盛土に伴う本種への直接的影響を予測

平成27年 移植 消失する個体および環境の代償
・移植候補地の選定
・移植株の選定（消失が予測される株）
・移植（２ヶ所に４株ずつ）

平成27年
～

平成30年
モニタリング 移植地における活着率等の確認

・活着率は徐々に低下し3年後は0％
・移植株が全て消失したと考えられた。

令和元年
詳細調査
および
採種と播種

これまでの保全対策結果を受け、新
たな保全対策を実施

令和2年
播種後のモニ
タリングおよび
播種地の追加

播種地での発芽状況の確認と播種
地の追加

・播種地（播種地№１’、播種地№２’）を
追加

令和3年
播種後のモニ
タリング

播種地のメンテナンス
発芽状況の確認

令和4年
播種後のモニ
タリング

播種地のメンテナンス
発芽状況の確認

令和5年
（今回報告）

播種後のモニ
タリング

播種地のメンテナンス
発芽状況の確認

※太枠内：報告対象となる調査項目 
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5.1.2 調査方法 

ササユリ播種地は、令和２年にナラ枯れ対策の伐採があり環境変化があったため、新たな

対策が必要になった。このような背景から、令和3年～令和5年は、播種地の管理（メンテナ

ンス）を実施した。播種地の管理は 4 月～10 月までの月に１回とした。枝が折れて播種地に

落下した場合などは、それを取り除いた。また、播種地において、発芽状況を調べた。 

 メンテナンス実施年月日、および発芽状況実施日を表 5.1.2.1 に示す。 

 

表 5.1.2.1 令和 5年の播種地管理、および発芽状況実施日 

作業内容 実施年月日 備考 

播種地管理 令和 5年 4月 19 日  

令和 5年 5月 12 日 発芽調査も兼ねる 

令和 5年 6月 13 日 〃 

令和 5年 7月 4日 〃 

令和 5年 8月 3日  

令和 5年 9月 13 日  

令和 5年 10 月 13 日  

 

 

図 5.1.2.1 ササユリ播種位置 

 

  

ササユリ播種位置 

ABC 共通区間 
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5.1.3 調査結果 

（1） ササユリ播種地管理 

期間中、比較的大きな枝が落ちていたり、ナラ枯れが進行しつつあるように見受けられ

たりしたが、周辺の伐採や播種地の崩壊など環境が大きく改変することはなかった。 

 

管理月日 播種地№１（令和元年設置） 播種地№１‘（令和２年設置） 

4 月 19 日 

 
異常なし 

 
異常なし 

5 月 12 日 

 
異常なし 

 
異常なし 

6 月 13 日 

 
異常なし 

 
異常なし 

図 5.1.3.1 播種地の状況（１） 
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管理月日 播種地№１（令和元年設置） 播種地№１‘（令和２年設置） 

7 月 4 日 

 
異常なし 

 
異常なし 

8 月 3 日 

 
異常なし 

 
異常なし 

9 月 13 日 

 
異常なし 

 
異常なし 

10 月 13 日 

 
異常なし 

 
異常なし 

図 5.1.3.1 播種地の状況（２） 
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管理月日 播種地№2（令和元年設置） 播種地№2‘（令和２年設置） 

4 月 19 日 

 
異常なし 

 
異常なし 

5 月 12 日 

 
異常なし 

 
異常なし 

6 月 13 日 

 
異常なし 

 
異常なし 

7 月 4 日 

 
異常なし 

 
異常なし 

図 5.1.3.1 播種地の状況（３） 
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管理月日 播種地№2（令和元年設置） 播種地№2‘（令和２年設置） 

8 月 3 日 

 
異常なし 

 
異常なし 

9 月 13 日 

 
異常なし 

 
異常なし 

10 月 13 日 

 
異常なし 

 
異常なし 

図 5.1.3.1 播種地の状況（４） 
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（2） 播種の発芽状況 

ササユリ播種地で発芽状況を確認した結果、表5.1.3.1のとおりの発芽が確認された。播

種地№１は1株の発芽が確認された。また、播種地№１’、播種地№2'は 100株以上の発芽

が確認された。播種地№2 は発芽が確認されなかった。播種地によって、発芽にばらつきが

見られた。 

図 5.1.3.2～図 5.1.3.4 は各月の発芽状況を示す。 

 

表 5.1.3.1 各播種地における 5月～7月の発芽状況 

播種地 5 月 6 月 7 月 

播種地№１ 1 株 1 株 1 株 

播種地№１’ 180 株 191 株 173 株 

播種地№2 0 株 0 株 0 株 

播種地№2’ 169 株 182 株 175 株 

 

 

 
播種地№1 （1 株） 

 
播種地№1’ （180 株） 

 
播種地№2 （0 株） 

 
播種地№2’ （169 株） 

図 5.1.3.2 発芽状況（5月） 
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播種地№1 （1 株） 

 
播種地№1’   （191 株） 

 
播種地№2 （0 株） 

 
播種地№2’ （182 株） 

図 5.1.3.3 発芽状況（6月） 
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播種地№1 （1 株） 

 
播種地№1’   （173 株） 

 
播種地№2 （0 株） 

 
播種地№2’ （175 株） 

図 5.1.3.4 発芽状況（7月） 
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5.1.4 総括および考察 

今回、播種枠 4 ヶ所中、3 ヶ所で発芽が観察され、保全対策に効果が見られつつあった。 

播種地4ヶ所で発芽株数のばらつきが見られた大きな要因は表土の移動（流出）と考えら

れる。表土が移動しないようにネットを張っているが、播種地№１では、播種後ナラ枯れ

対策の伐採が実施されたため、播種地№１には直接降雨が降り注ぎ、表土と種子が流され

た可能性がある。播種地№2 も付近まで伐採されており、その影響があったものと考えられ

る。 

なお、他の保全方法として、現存するササユリの球根を利用した鱗片による増殖手法も

ある。しかし、今回播種による発芽が観察され、ある程度の成果が確認されたたため、鱗

片による増殖は実施しなかった。 

 

 

5.1.5 今後の事後調査 

事後調査計画では、保全対策実施後3年間のモニタリング調査を計画している。播種は令

和元年、および令和2年に実施され、令和4年に発芽が確認された。保全対策は成果が確認

されつつあるため、事後調査計画のとおり保全対策実施後3年目となる令和5年でモニタリ

ング調査を終了する。 
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5.2 植物（ウマノスズクサ、キクモなど：野尻向～柿其ブロック 野尻向 DE共通区間） 

5.2.1 調査方法 

対象植物の調査は、踏査法により実施した。対象植物の開花期に併せ春季と夏季の2回実

施した（表 5.2.1.1）。具体的には、ウマノスズクサは春季と夏季、キクモは夏季、ササユ

リは春季と夏季、ヒメシャガ、およびカヤランは春季に実施した。 

 

表 5.2.1.1 対象種と調査月日 

春季
令和5年5月25日

夏季
令和4年9月7日

ウマノスズクサ 〇 〇 7月～9月

キクモ 〇 8月～10月

ササユリ 〇 〇 7月～8月

ヒメシャガ 〇 5月～6月

カヤラン 〇 4月～5月

参考※
（開花時期）

対象種

調査月日

 

※夏季は令和 4年、春季は令和 5年に実施 

※参考（開花時期）：ウマノスズクサ、キクモ、ササユリ、ヒメシャガは出典：門田雄一（監修）、畔上能力

（編集）、平野隆久（写真）（2013）野に咲く花 増補改訂新版（山渓ハンディ図鑑） 

カヤラン出典：門田雄一（監修）、畔上能力（著者）、永田芳男（写真）（2013）山に咲く花増補改訂新版（山渓ハンディ図

鑑） 

 

 

写真 5.2.1.1 対象植物の調査風景 

 

 

  

25



 
 

 

 

※地形図は国土地理院地図を引用 

図 5.2.1.1 対象植物の調査位置 
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5.2.2 調査結果 

植物相調査結果を表 5.2.2.1 に示す。 

植物は 100 科 328 種が確認された（巻末資料参照）。確認された植物相のうち、対象種と

なるウマノスズクサ、ササユリ、ヒメシャガ、カヤランは複数株確認された（表 5.2.2.2、

図 5.2.2.1）。キクモは確認されなかった。 

 

表 5.2.2.1 確認種数 

 夏季 春季 総数 

確認種数 221 種 226 種 328 種 

 

 

表 5.2.2.2 確認された対象種 

夏季 春季

ウマノスズクサ科 ウマノスズクサ 〇 〇

ユリ科 ササユリ 〇 〇

アヤメ科 ヒメシャガ 〇

ラン科 カヤラン 〇

備考種名科名
調査時期

 

 

 

  

 

 

  

写真 5.2.2.1 ウマノスズクサ 写真 5.2.2.2 ササユリ 

写真 5.2.2.3 ヒメシャガ 写真 5.2.2.4 カヤラン 
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図 5.2.2.1 対象種の確認位置 
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